
情報提供のポイント 高知県での相談窓口機能の開設における目指す姿

他県の状況 HPのイメージ

○平成29年3月時点で全国に36のバリアフリー観光相談窓口
→うち28の窓口（団体）においてHPによる情報提供を実施

バリアフリー観光
情報のページ

施設ごとのバリア
フリー情報 物産館の詳細なバリアフリー情報

◆現地調査等により収集した情報の提供
（ジャンル別（宿泊、観光、交通等）、エリア別の詳細なバリア情報、バリア
フリー情報、写真等）

バリアフリー観光相談窓口開設ステップのモデル

◆観光客にきめ細かな情報提供を行うためには
・HP等による総合的な情報発信
・窓口での対話による個別具体的な情報提供

高
知
県
の
取
組
（
平
成
30
年
時
点
）

 HPを開設
している窓
口（団体）
H30.12.11 
確認

◆HPによる総合的な情報提供ができる。
       ↓
◆相談窓口の開設により対面・電話での問い合わせ対応
ができる。
       ＆
・セミナーの継続開催等による理解の推進
・バリアフリー調査による最新情報の収集・蓄積
・収集・蓄積した情報の共有、現地調査の共同実施によ
る関係機関との連携の強化

◆多様なニーズに対応できる受入環境整備により、
誰もが安心して楽しむことのできる高知県観光の実現

※出典：「ユニバーサルツーリズムの促進に関する検討業務報告書」平成30年3月観光庁産業課、南さつま市観光協会ホームページ（H30.12.11時点）、かごしまバリアフリーツアーセンターホームページ（H30.12.11時点）
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検索の流れ

トップページ

ジャンルとエリアを指定して検索

施設一覧 各施設のページ

施設を選択

バリアフリー詳細情報

○観光客が情報を入手しやすいよう地図、ラジオ
ボタン等を活用した検索機能の装備

○協力施設の掲載により具体的な情報収集が可
能

○詳細なバリア情報、バリアフリー情報に加えて
多くの写真により判断材料を提供

HPでの情報提供のポイント
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